




































が試みられているが，へJレペス性角膜炎に対する効果についてはあまり検討されていない。今回， H S 




1 抗gDモノクロー ナ凡抗体産生細胞の樹立 HSV感染Vero細胞の可溶化分画で免疫したBALB/c
マウスの牌細胞とSp-2細胞のハイプリドーマを作成し，lmmunopreClpltatIon法により，抗gD抗
体産生細胞を同定して，6株を得た。
2. gDの精製上記モノクローナル抗体をcoupleさせたCN B r -activated sepharose 4 Bを用い
てHSV!感染HEp-2細胞の可溶化分画より affinitychromatographyにてgDを精製した。























3. gD免疫群では，中和抗体価 (2--64倍)と， CDAC (50土14%)が上昇しており，各々コント
ロール群 (2倍以下， 0.71土3.1%)とのあいだに有意差を認めた (P<O.Ol)が， ADCC， CTL， 
DTHには有意な上昇を認めなかった。
4. 抗モノクローナル抗体のうち，中和能は高いが， CDAC， ADCC能の低いM1，及びその逆に
中和能は低いが， CDAC， ADCC能の高いM12を移入した後，角膜にHSVを感染させた所， M

















する特定の液性免疫のみで可能であることを示した意義は大きく，また， G lycoprotein Dそのものも，
今後，更にsubunitvaccineとしての利用を考えることができると思われる O 以上の点から，本研究は
学位に値する業績と認められるO
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